研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　青風荘　　　　　　　職　種　指導員　　　　　　　氏　名　小坂　和子

	期　　間　　平成　20　年　10　月　10　日　～　平成　20　年　10　月　10　日

	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会　2日目

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【所感・考察】

　今回、初めて「精神医学会」に参加し、ポスタ－発表という経験をさせていただきましたが、はっきりいって医学会とはどういうものなのか、どういう形式なのか、皆目見当もつかず、また、参加人数の多さに緊張しましたが、良い体験ができました。初めての参加でしたから分からないのは当然ですが、どこで何が行なわれているのか、最初の受付時点から案内不足のような感じを受けました。研究テ－マである高齢精神障害者の健康プログラム（肥満・生活習慣病・減量）は当施設の問題だけではなく、他の精神科病院や施設でも抱えている問題でした。他の発表や意見を聴講する事で違う視点から捉えた援助方法があるのではないかと感じました。発表者同士からの意見、アドバイスを頂き、知識・情報を得る事ができ、今回、得た知識・情報を今後のプログラムに取り入れ見直しの参考にさせていただき、入所者様により良いプログラムとして提供していきたいと考えています。当施設の発表は研修がスタ－トして間もなくだったことや場所的な事もあり、発表者同士の声が混合することはなかったが、会場の広さに対してポスタ－発表が多いからなのか、お互いの発表の声がぶつかり合い聞き取り辛く、発表内容が分かり難いと感じました。病院と施設の違いはありますが、精神的問題のみに焦点を当てず、健康的側面に目を向け、そして入所者様の特徴を捉えて伸ばしていこうとするスタッフの意識がいかに大切であるかという事を今回の研修で実感しました。

【研修内容】

福岡県・河野病院（平井千恵美）

テ－マ（この人は痩せるのは無理よ－遊び感覚がもたらした思わぬ効果）

河野病院では運動不足や過食による肥満傾向にある患者様の中で、特に肥満傾向の強い男女2名を対象とし目指した。男性患者様はすぐ意欲を示し改善するが、関心も意欲も出なかった女性患者様（40代）の変化の経過を追った発表内容でした。この患者様は同じ病棟内で痩せて綺麗になって退院した他患者様に刺激を受け「私も痩せてみたい！」という言葉をきっかけにサポ－トチ－ムを結成し取り組んだが、「きつい、痩せんよ、何で私だけ！」と不満言われ、執拗なおやつの要求をして、１日で挫折したとの事。そこで、医師・栄養士等の協力で個別指導を受け、何度も本人と面談を実施して、ご家族も巻き込んで取り組まれたとの事。そして器具を使った遊び感覚のプログラムを作成し、スタッフと一緒に実行し誉め励ますことで、徐々に意識に変化が現れ体重減少に至り、大幅な減量に成功したとの事。

【考察】

この発表を聞かせていただいて、どの病院や施設でもこの問題に苦慮しており、模索している状況が見えるようでした。対象者が「私には無理だ」「いいよ、このままでも」といった諦めの気持ちを持ってもスタッフ側の諦めない態度が意識を変化させるのだと思いました。当施設もこれから益々、高齢化していく中で、結果が得られない場合にどこを見直し改善してよいのか迷う事があり、今回の研修で見聞した事を参考にして体重増加なく維持できているが、減量のし難い当施設の高齢の入所者様に応用していきたいと思います。そして本人様が納得して理解し協力が得られるよう面談・話し合いが成功させる秘訣だと感じました。

【研究内容に対しての質問等】

当施設の発表後の質疑応答では肥満であるという認識をどのようにして高齢の入所者様に理解してもらったのかとの質問や（体重オ－バ－した分の重さを実際に背負って体験していただいた）Cグル－プで行なっている健康表現体操とはどういった体操なのか（童謡・ナツメロの音楽を使い身体個所を意識しながらアピ－ルする運動）、他にはBMIは測定しないのか？（毎月測定を実施し記録している）の質問をいただき、回答・説明をしました。また、座長より入所者様が取り組んでいる様子のポス－タがあっても良かったのではないかとアドバイスがありました。今後はアドバイスを生かしたプログラムや研究発表にしたいと思います。
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